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成功 試投 成功 試投 成功 試投 OR DR TOT
5 0 0 0 1 1 0 0 0 1 1 2 2 1 0 1
6 * 0 5 1 6 0 0 0 4 7 11 1 0 0 0
8 0 2 3 0 0 0 0 1 0 2 2 3 0 1 0
13 * 4 10 4 6 0 0 3 1 7 8 4 2 1 0
15 * 1 3 1 5 0 0 3 6 3 9 0 2 0 0
17 * 6 17 3 12 0 0 2 2 2 4 4 1 3 1
18 0 0 1 0 0 0 0 1 0 0 0 2 0 0 0
20 * 0 0 3 7 0 4 2 5 7 12 1 1 0 3
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成功 試投 成功 試投 成功 試投 OR DR TOT
0 * 1 7 7 14 4 4 2 0 8 8 1 0 3 0
5 0 0 0 1 4 0 0 0 0 2 2 1 0 0 0
7 0 0 0 1 4 0 0 0 1 1 2 1 0 0 0
11 * 0 1 0 7 2 3 1 1 1 2 1 0 0 0
12 * 0 0 3 9 2 4 2 4 4 8 4 0 1 2
14 * 0 0 0 1 0 0 3 0 1 1 4 1 1 0
18 0 0 0 0 1 0 0 0 1 0 1 1 0 0 0
24 0 1 2 4 6 0 0 0 3 4 7 0 0 1 1
30 0 0 1 0 3 0 0 3 0 1 1 0 0 0 0
35 0 0 0 0 4 0 0 1 1 0 1 2 1 0 0
76 * 0 0 0 2 0 0 0 2 1 3 0 0 0 0

0 0 0 0 2 0 0 0 1 0 1 0 0 0 0
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山野 裕太 2 28
奥田 遥介

同志社大学

主審 永山　忠利 副審 大倉　哲也

コ ー ト

戦評
【総括】
本日第3試合は、一部リーグ残留を死守したい同志社大学と念願の昇格を果たしたい大阪教育大学の対戦になっ
た。序盤からお互い一歩も譲らない展開が続くが第2ピリオド終盤に大教大が徐々に点差をつけ始める。後半、どうに
か巻き返したい同志社だったが、この試合大教大の3Pシュートが面白いように決まり、65-46で大教大が勝利した。
【第1ピリオド】
両者ハーフコートマンツーマンディフェンスで試合が開始する。当たりの強いディフェンスから大教大#17安部が先制
点を勝ち取り速攻を仕掛け、#20土屋がジャンプシュートを沈める。対するは、同志社#12元田のゴール下シュートや#0
荒谷のシュートや速攻で応戦し、両チームとも流れを掴むことが出来ないゲーム展開となり、12-13大教大リードで第1
ピリオドを終える。
【第2ピリオド】
第2ピリオド開始直後、同志社#24石塚のレイアップシュートを決め、すぐさま大教大#8大和谷が3Pシュートを沈め、一
進一退の攻防となる。ピリオド中盤、大教大#17安部、#13吉田が連続で3Pシュートを決め同志社が前半1回目のタイム
アウトを取る。タイムアウト明け、大教大は2－3のゾーンディフェンスに切り替える。同志社#24石塚がジャンプシュート
を決め点差を着々と縮めようとするが、そうはさせまいと、と大教大#17安部が連続で3Pシュートを決め点差を広げ22－
30大教大リードで第2ピリオドを終える。
【第3ピリオド】
後半は両チームともハーフコートマンツーマンディフェンスを行い試合が再開する。同志社#0荒谷がカットインからレイ
アップを決め後半最初の得点をあげる。直後、大教大#13吉田がジャンプシュートを沈め流れを渡さない。どうにかして
流れを掴みたい同志社であったが、大教大#13、#17安部の3Pシュートが連続で決まり点差を一気に広げる。その後も
大教大がじわじわと点差広げ35－53大教大リードで第3ピリオドを終える。
【第4ピリオド】
第4ピリオド開始早々同志社#12元田がゴール下シュートを沈める。その後は両チームとも無得点の時間が続く。ピリオ
ド中盤大教大#8大和谷が3Pシュートを沈め、たまらず同志社はタイムアウトを取る。タイムアウト明け大教大の勢いは止
まらず#15伊田が3Pシュートを決め点差をさらに広げる。同志社も最後の粘りを見せ必死に喰らい付くが点差を覆すこ
とはできず、46－65で大教大が勝利を収めた。
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戦評 荒井 大飛(京教大)
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